
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

病院に対するご意見ご希望、また「ふれあい」へのご意見をお聞かせ下さい。（備え付けの意見箱をご利用下さい。）

新河端病院 理念 

 信頼と安心の医療 
１．患者様に感動をしていただける医療を実践します。 

１．患者様に選んでいただける病院づくりを実践します。

「 患者さまの権利 」 
患者さまには次のような権利があります。 

私たちはその権利を尊重するような医療を行います。

・医療を受ける権利 

・知る権利 

・自分で決定する権利 
・プライバシーを守られる権利 

医療法人 医修会 新河端病院

科｣・｢循環器・一般内科｣の専門病棟を新たに設置いたしました。これ

により、疾患別・分野別の専門性を高めた医療が提供できるようになり

ました。 

病棟再編に伴い、病室の改装と病室の装備も一新してリニューアルし、

病床配置も見直してスペースの広い病床の提供を行い、患者様の快

適性の向上を図りました。 

本年は、さらにそれぞれの専門性と連携を高めて質の向上を図ります。 

診療部は、分野別の医師間の垣根を取り払って密接な連携を行

い、迅速かつ的確で継続性のある医療を実践します。 

看護部は、患者様に責任をもち継続した質の高い看護の実践のた

めに、看護体制や理念や技術の充実を行います。 

さらに、診療部の連携のみならず、看護師、薬剤師、放射線技師、

栄養師、ケアーワーカー、クラーク、理学療法士、検査技師、地域連

携室、医療事務などコメディカル含めた様々な職種のスタッフが、連携

を取り合って一丸となって、一人の患者様の治療にあたるチーム医療を

めざします。 

これにより、一貫した継続性のある診断・治療・医療の実践や、患者

様中心の、迅速かつ的確・丁寧なより質の高いチーム医療の推進が可

能となります。 

また、地域の診療所の先生方との連携を深め、地域の住民の皆様

との交流も行いたいと存じます。 

健診部門においては、健康管理と疾病の早期発見・早期治療に有

効な分野として定着して年々増加しておりますが、再検査や精査の必

要な方や、ご加療が必要な健診者の方の二次健診や治療の面も含

めて、これまで以上に丁寧な対応を行います。 

以上のような方針を実行することで、患者様に安心・信頼していただ

ける、患者様中心のより質の高い医療の実践が可能となると考えており

ます。 

 

最後に、地域住民の皆様にとって、この地域で生活してゆくのにかけ

がえのない医療を、現状に甘んじず、スタッフ一同さらに充実した医療の

実践をめざしていく所存です。 

どうぞ、本年もよろしくお願い致します。 

皆様のご健康とご多幸を心より願い、新春のご挨拶を申し上げます。 

2010 年 新春 院長 寺本 睦

☆ 新年のごあいさつ ☆ 
新年明けましておめでとうございます。 

皆様におかれましては、佳い新春を迎えられたことお喜び 

申し上げます。 

 

新河端病院は本年も『信頼と安心の医療』の実践を 

してまいります。 

当院におきましては、自院の役割を明確にして目的意識を持った病院

経営で地域の医療・福祉に貢献するために、専門性を高めた特色ある

病院づくりと医療体制の整備に努めてまいりました。特に、消化器外科・

内科、乳腺外科、整形外科、循環器内科の充実を図ってまいりました。 

消化器外科領域では、従来からのお腹を切開する開腹手術とは異な

り、小さい創から腹腔鏡(ｶﾒﾗ)や手術器具を用いた侵襲の少ない手術で

ある、腹腔鏡下手術の経験豊かな消化器外科専門医のスタッフを増員

し、胆嚢(たんのう)だけでなく胃、大腸・直腸、すい臓・虫垂・ヘルニアなど

の病気や癌(がん)に対しても、多岐にわたって腹腔鏡下手術による最新

の治療を積極的に行っており、低侵襲手術による早期社会復帰に努め

ております。昨年の手術件数は約 300 件と増えてきており、乳腺疾患症

例も増加し、その他でも救急医療や NST(栄養サポートチーム)による栄

養管理など病院の変革と充実を実施してきました。 

消化器内科領域では、常勤の消化器内科専門医が着任し、内視鏡

室専任チームの結成や、内視鏡室とハイビジョン・NBI など内視鏡装置の

リニューアルを行い、上部及び下部消化管内視鏡検査による食道癌・胃

癌・大腸癌の早期発見と、内視鏡によるﾎﾟﾘｰﾌﾟ切除術など内視鏡的治

療による早期治療を積極的に行ってきております。 

整形外科領域では、外傷を中心とした救急対応と積極的な手術によ

る日常生活への早期復帰や機能回復の急性期の治療に加えて、股関

節・膝関節疾患などの関節疾患に対して経験豊かな専門医が加わり、

慢性疾患の手術も導入して病状改善や患者様の生活の質の向上に努

めております。昨年の手術件数は約 500 件を数えました。 

内科領域では、循環器・呼吸器・免疫内科の専門的診療に加えて、

循環器内科の常勤医が復帰し、より専門的な対応・治療が可能となり

ました。 

これらの診療部の充実に伴い、放射線部門では PACS(画像デジタル

ファイリングシステム)を導入してフィルムレス化・迅速化を図りました。 

また昨年の 11 月には病棟を再編成し、｢消化器外科・内科｣と｢整形外 


